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前
回
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
内
生
産
事

情
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
そ
こ
か
ら
も
わ

か
る
と
お
り
、
日
本
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
生
産
量
は
、
食
用
の
ス
イ
ー
ト
コ

ー
ン
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近
い
。

一
方
で
、
周
り
を
見
渡
し
て
み
る
と
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
原
料
に
使
っ
た
商
品
が

多
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
の
ほ
か
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
工
業
用

接
着
剤
、
製
紙
、
医
療
用
輸
液
な
ど
の
原

料
と
し
て
使
わ
れ
る
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
、

シ
リ
ア
ル
、
人
工
甘
味
料
、
ウ
イ
ス
キ
ー

の
よ
う
な
蒸
留
酒
の
発
酵
原
料
な
ど
。
こ

れ
ら
す
べ
て
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
が
輸

入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
だ
。

２
０
１
４
年
、
日
本
は
約
１
５
０
０
万

ｔ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
輸
入
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
家
畜
飼
料
用
が
68
％
を
占
め
、

市
販
配
合
飼
料
用
が
１
０
０
０
万
ｔ
余

り
、
20
万
ｔ
弱
の
自
家
配
合
飼
料
用
と
合

わ
せ
て
、
合
計
１
０
４
０
万
ｔ
に
及
ぶ
。

次
い
で
多
い
の
が
、
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
用

で
３
１
６
万
ｔ
（
21
％
）、
そ
の
他
は
コ

ー
ン
フ
レ
ー
ク
、
蒸
留
酒
、
甘
味
料
の
原

料
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

驚
く
の
は
、
全
世
界
に
お
け
る
日
本
の

輸
入
割
合
だ
。
図
１
を
見
て
も
わ
か
る
よ

う
に
、
日
本
は
世
界
最
大
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
輸
入
国
で
、
そ
の
割
合
は
全
世
界
の
流

通
量
１
億
２
５
１
０
万
ｔ
の
12
％
に
も
な

る
。
国
土
面
積
や
人
口
か
ら
考
え
れ
ば
、

日
本
が
ど
れ
だ
け
輸
入
に
依
存
し
て
い
る

か
は
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
。

主
な
輸
入
相
手
国
は
表
１
の
と
お
り
で

あ
る
。
最
も
多
い
の
は
米
国
で
１
２
５
７

万
ｔ
、
輸
入
量
全
体
の
83
％
を
占
め
る
。

次
点
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
１
２
５
万
ｔ
（
８

％
）。
米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
日
本

は
最
も
シ
ェ
ア
の
大
き
い
相
手
国
で
、
重

要
な
顧
客
と
な
っ
て
い
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
米
国

へ
の
依
存
度
が
高
い
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
輸
入
価
格
は
米
国
の
状
況
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
輸
入
価
格
を
形

成
す
る
基
本
要
素
は
、
輸
出
国
の
在
庫
状

況
、
為
替
相
場
、
原
油
価
格
（
米
国
か
ら

の
海
上
運
搬
は
約
１
カ
月
に
及
ぶ
た
め
、

原
油
が
高
騰
す
る
と
そ
の
分
価
格
に
上
乗

せ
さ
れ
る
）
の
３
つ
だ
が
、
こ
の
10
年
間

で
２
回
の
大
幅
な
価
格
上
昇
を
経
験
し
て

い
る
（
図
２
）。

１
つ
が
06
～
08
年
に
か
け
て
の
大
幅
な

価
格
上
昇
だ
。
き
っ
か
け
は
05
年
８
月
８

日
設
立
の
「
２
０
０
５
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
法
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
政
策
で
あ
る
。
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
の
原
料
は
、
当
然
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
だ
。
以
前
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

は
つ
く
ら
れ
て
い
た
が
、
政
策
の
中
で
そ

の
使
用
量
を
06
年
の
40
億
米
ガ
ロ
ン（
注
）

か
ら
、
12
年
ま
で
に
ほ
ぼ
倍
の
75
億
米
ガ

ロ
ン
ま
で
増
や
す
よ
う
義
務
化
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い
需
給
状
況
が
変
化
し
、
さ
ら

に
投
機
筋
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
先
物

あ
ふ
れ
る

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
製
品

日
本
は

世
界
最
大
の
輸
入
国

トウモロコシのはなし

輸入トウモロコシに
依存する日本

文／北川祐子

第２回

国名 輸入量（万ｔ） 比率
アメリカ合衆国 1,257.2 83.6%
ブラジル 125.2 8.3%
ウクライナ 90.1 6.0%
南アフリカ共和国 17.9 1.2%
アルゼンチン 5.5 0.4%
ロシア 5.0 0.3%
ルーマニア 1.5 0.1%
インド 0.5 0.0%
インドネシア 0.3 0.0%
ペルー 0.1 0.0%
その他 0.3 0.0%

計 1,503 100%
出典：財務省貿易統計

表１：輸入相手国別の輸入数量（2014年）

日本
1,490

メキシコ
1,030

韓国
1,000

EU
900

エジプト
750イラン

600

コロンビア　440
中国　430

台湾
420

アルジェリア
400

その他
5,050

（単位：万ｔ）

出典：米国農務省生産・供給・流通統計

トウモロコシ
輸入総量
１億2,510万t

図１：国別のトウモロコシ輸入量
（2014−2015年）
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トウモロコシのはなし 輸入トウモロコシに依存する日本第２回

買
い
の
影
響
を
受
け
て
、
徐
々
に
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
価
格
が
上
昇
し
た
。

こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
08
年
に

米
国
各
地
で
起
こ
っ
た
干
ば
つ
で
あ
る
。

穀
物
全
体
の
在
庫
量
が
減
少
し
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
は
じ
め
と
す
る
穀
類
全
体
が
高

騰
、
全
世
界
を
挙
げ
て
の
食
糧
難
と
な
っ

た
。
08
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
っ
て
、
一
部
の
投
機
筋
が
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
投
資
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
で
若
干
価
格

は
低
下
し
た
が
、
そ
れ
で
も
05
年
以
前
の

水
準
に
戻
る
こ
と
は
な
く
、
以
後
高
止
ま

り
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

２
回
目
の
価
格
上
昇
は
、
12
～
13
年
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
と
し
た
56
年

ぶ
り
と
も
言
わ
れ
る
大
干
ば
つ
に
よ
る
。

米
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
在
庫
は
低
迷
し
、

価
格
が
高
騰
し
た
。

注
：
１
米
ガ
ロ
ン
＝
約
３
・
８
ℓ

し
か
し
08
年
の
食
糧
難
を
経
て
、
こ
れ

ま
で
米
国
一
辺
倒
だ
っ
た
需
要
は
徐
々
に

変
化
し
て
き
た
。
表
２
は
各
地
域
か
ら
の

輸
入
量
の
変
遷
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。
下

段
に
書
か
れ
て
い
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
が

そ
の
年
の
シ
ェ
ア
に
な
る
。

05
年
に
は
全
輸
入
量
の
94
・
１
％
を
占

め
て
い
た
米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
14

年
に
83
・
６
％
へ
と
10
・
５
％
も
シ
ェ
ア

を
落
と
し
た
。
代
わ
り
に
増
え
て
き
て
い

る
の
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な

ど
の
南
米
産
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ル
ー
マ
ニ

ア
な
ど
の
東
欧
産
で
あ
る
。
13
年
に
は
米

国
の
干
ば
つ
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た

め
、
南
米
産
を
43
・
６
％
も
輸
入
し
た
。

米
国
産
と
品
種
や
管
理
方
法
が
異
な
る
た

め
、
品
質
は
や
や
劣
る
と
の
評
価
だ
っ
た

が
、
こ
の
年
の
平
均
輸
入
価
格
は
08
年
ほ

ど
の
高
値
に
は
な
ら
ず
に
済
ん
だ
。

表
２
で
も
う
１
つ
注
目
し
て
お
き
た
い

の
が
中
国
だ
。05
年
に
は
米
国
に
次
ぐ
４
・

７
％
の
シ
ェ
ア
が
あ
っ
た
が
漸
減
し
、
14

年
に
は
つ
い
に
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
中
国
国

内
で
の
経
済
発
展
に
よ
る
食
肉
需
要
増
、

そ
れ
に
伴
う
家
畜
の
増
加
で
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
需
要
が
増
加
し
た
こ
と
が
第
一
の
理
由

だ
。
輸
出
ど
こ
ろ
か
今
後
は
輸
入
国
に
転

じ
、
20
年
に
は
日
本
の
輸
入
量
を
超
え
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

中
国
産
の
輸
入
減
少
に
は
も
う
１
つ
理

由
が
あ
る
。
10
年
に
発
生
し
た
宮
崎
県
の

口
蹄
疫
も
起
因
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
口

蹄
疫
で
は
約
30
万
頭
の
牛
、
豚
な
ど
が
発

症
・
予
防
の
た
め
に
殺
処
分
さ
れ
た
。
国

の
疫
学
調
査
で
も
結
局
原
因
は
特
定
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
牛
の
敷
き
料
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
た
中
国
産
稲
ワ
ラ
が
原
因
と
噂

さ
れ
、畜
産
業
界
で
は
中
国
産
の
稲
ワ
ラ
、

飼
料
原
料
な
ど
の
輸
入
を
一
切
や
め
た
。

10
年
ま
で
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
中
国
産
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
98
％
は
家
畜
の
飼
料
用
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
た
め
、
11
年
か
ら
急

激
に
輸
入
量
が
減
っ
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
今
後

中
国
を
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
国
と
し
て

選
択
す
る
可
能
性
は
、
限
り
な
く
低
い
。

今
後
の
懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
輸
入
価
格
と
他
国
の
需
給
動
向
で
あ

る
。
価
格
は
05
年
以
来
高
止
ま
り
を
続
け

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
反
収
が
ど
れ
ほ
ど
伸

び
、
栽
培
面
積
が
増
え
た
と
し
て
も
、
上

が
る
こ
と
こ
そ
あ
れ
、
下
が
る
こ
と
は
な

い
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
方
だ
。

ま
た
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
、

ロ
シ
ア
な
ど
の
経
済
発
展
、
人
口
増
に
よ

る
食
糧
、
食
肉
需
要
の
増
加
は
す
さ
ま
じ

い
。
こ
れ
に
伴
っ
て
世
界
各
地
で
日
本
は

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
買
い
負
け
に
直
面
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
相
手
国
と
築
い
て
き
た

関
係
を
上
回
る
マ
ネ
ー
パ
ワ
ー
で
経
済
新

興
国
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
狙
っ
て
い
る
。

今
後
も
日
本
は
安
定
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
輸
入
し
続
け
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
？　

次
号
で
は
、
世
界
の
生
産
需

給
動
向
か
ら
そ
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
た
い
。

米
国
依
存
か
ら
の
脱
却

表２：輸入相手国の数量比率の変遷

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
アジア

（中国を除く）
0.9 0.9 0.8 8.4 0.9 1.1 1.5 1.8 0.8 0.8

0.1% 0.1% 0.1% 0.5% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1%

中国
79.1 44.9 64.8 0.3 2.2 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0
4.7% 2.7% 3.9% 0.0% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

EU
0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 10.3 0.1

0.01% 0.01% 0.01% 0.01% 0.01% 0.01% 0.01% 0.01% 0.71% 0.01%

ロシア・東欧
0.0 0.0 0.0 0.0 30.0 22.8 5.5 124.0 76.6 91.6

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 1.4% 0.4% 8.3% 5.3% 6.1%

米国
1,567.9 1,634.1 1,555.0 1,627.8 1,572.2 1,437.5 1,376.6 1,112.4 644.6 1,257.2
94.1% 96.8% 93.5% 98.9% 96.5% 88.8% 90.1% 74.7% 44.8% 83.6%

南米
6.1 8.1 41.7 9.4 23.9 153.4 130.5 241.3 628.5 130.8

0.4% 0.5% 2.5% 0.6% 1.5% 9.5% 8.5% 16.2% 43.6% 8.7%

その他
11.5 0.2 0.1 0.1 0.1 1.4 14.2 9.4 79.3 22.9
0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.9% 0.6% 5.5% 1.5%

出典：財務省貿易統計
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図２：トウモロコシの輸入量と価格の推移

（単位：万t）


